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　海老名市は、座間市・綾瀬市と共同で一般廃棄物処理基本計画を策定し、平成33年度までに「ごみ焼
却量30％削減」と「リサイクル率40％」という目標値を定めています。特にリサイクル率は、21年度は
35.2％、22年度には35.7％と向上しており、人口10万人以上～50万人未満の市の調査結果（21年度実績）
では、県内３位、全国17位となっています。
　可燃ごみを減らし資源化することで、ご
み焼却などの処理費が減り、地球温暖化の
原因物質とされるCO₂の排出を削減できま
す。また、限りある資源の有効活用につな
がるといったメリットもあります。
　『平成33年度までにリサイクル率40％』
を目指したごみの減量化と資源・リサイク
ル化の取り組みに、皆さんのご協力をお願
いします。

　４Ｒ運動とは、次の４つの頭文字（Ｒ）をとった運動で、順番通りに取り組むことが、最もごみを減ら
す効果があります。その中の「リサイクル」は、４Ｒの中でも最後の手段。普段の生活の中から４Ｒを心
掛け、地球にやさしい循環型社会を目指しましょう。

　家にごみになるものを持ち込
まないことが１番！エコバッグ
の活用や必要以上の買い物をし
ないことなどを心掛けましょう。

　市から排出される資源物のうち、ペットボトルは
平成22年度で約506㌧を回収し、大型スーパーなど
の食品トレーとしてリサイクルされました。食品ト
レーはさらに、容器包装プラスチックとして回収し、
電気を作る燃料としてリサイクルされます。限りあ
る資源の有効活用をするためにも、ペットボトルな
どの資源物はきちんと分別しましょう。

　外出の時にはマイボトルを
持参する。繰り返し使えるマ
イボトルは、環境に良いだけ
でなく、お財布にも優しい取
り組みのひとつです。

　リサイクルプラザで
は、粗大ごみ１万3,906
点（平成22年度実績）
のうち、1,317点を修理・補修して再生家具と
して販売しました。その他にも、不要になった
子供用品などを販売するリユースマーケット
や、家庭から出た不用品や古本の交換などを
行ってます。あなたにとって不要な物でも、捨
てる前にもう一度使えるか見直してみましょう。
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１日１人当たり約712㌘を排出しています 燃やせるごみの処理には、年間１人当たり
約１万1,000円かかっています

※リサイクル率とは、ごみと資源の合計量に占める
　資源の量の割合のことです。
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